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ガバナーメッセージ 
 国際ロータリー第2760地区ガバナー 大島 宏彦 

 

「例会出席」 

 

 

 国内のガバナー経験者全員が集まるゾーン研究会までに、２７６０地区では地区大会が終わってしまい

ますので、１２月になると地区行事に出席する機会が減って来ます。普段の年なら残りの半年は、次の年

度に向けての助走期間です。 

 しかし今年は３月から愛・地球博が始まり、ロータリー館もオープンしますので、息は抜けません。ただこ

れまでの日程が天災に邪魔されず、順調に消化できたお陰で、ロータリー１００年本番の今春を万博へ集

中できるようです。 

 幸いロータリー館の実務は、豊島館長と内藤先輩を中心とする万博委員会に一元化して進めてもらっ

ています。私自身は顔を出さない方が良い筈と腹をくくりましたので、１２月、１月は久し振りにホームクラ

ブ皆出席できました。 

 半年近く続いたガバナー訪問の間、大歓迎を受けて壇上に上り、同じ話を繰り返して来た身にとって、
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 世界理解月間 
 
 
  地区国際奉仕委員会 
 
  委員長  吉野 勝己 

 世界平和を実現するためにロータリーが深く関与した活動に、国連の設立と国連憲章の制定があげら

れます。ＲＩ２７６０地区第１回国際奉仕委員長会議（９月１４日）において、国際連合地域開発センターの

小野川和延氏をお招きし、国際連合の奉仕活動の状況についてご講演を賜りました。 

 かつて１９５１年ＲＩ理事会は国際連合及び国際連合に関する刊行物に対する決議を発表し、「ＲＩは国

際連合憲章の規定や国連連合の決議及び法規に対して是非も否認もしないが、ロータリアンが世界平

和の促進を目指す国際連合の活動に精通する事は奨励する。」とあり、国際連合設立に大きく関与した

にも拘らず、これに対してスタンスをおいています。そして現在の手続要覧では国際連合に関するすべて

の記述は抹消されています。当時は国連の武力行使による世界平和の実現の姿勢の是非が問われて

いました。しかし現在、国際化したテロ組織、広がる大量破壊兵器の脅威、出口のない民族紛争、地球

規模で広がる伝染病等、世界が直面する課題は山程あります。そしてイラク戦争の経過に見るように世

界平和実現に向けて、国連が果たす役割は大なるものがあります。  

 国連創設６０周年に当たる来春、勝利国が設立した国際連合の常任理事国に、敗戦国である日本が

参入することになるかも知れません。時代と共に国際平和実現の手段とその方法も、大きく変化してきて

います。また国会でも日本のＯＤＡのあり方も議論されております。ロータリーも１００周年を迎え、世界理

解月間にあたり、ロータリアンとして世界平和実現のための国際奉仕のあり方を改めて、問い直してみる

必要があるような気がします。 

 ＲＩ第２７６０地区国際奉仕委員会の活動状況は、国際交流につきましては、皆さんからご回答いただい

たアンケートを集計し、次回の第２回国際奉仕委員長会議に提示する予定であります。 

 青少年交換委員会では、昨年１２月１１・１２日と交換留学生と共に、京都に一泊研修を行いました。ロ

ーテックスの皆さんにも参加をいただき、初冬の京都を留学生に満喫して頂きました。交換留学生に関し

ては、派遣・受入等、各クラブの協力が大いに必須であります。この場を借りて重ねて各クラブの絶大な

るご協力をお願い申し上げます。 

 世界社会奉仕委員会も多くロータリーメンバーの参加のもと、２月にタイを訪問し、これまでの当地区の

ＷＣＳ活動の成果を確認してまいります。今年は愛・地球博開催の年にあたり、タイＲＩ第３３６０地区への
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永年にわたる当地区の奉仕活動へのお礼方々、感謝状をたずさえ、４月に数十人のタイのメンバーが来

訪する予定であります。 

 かつて、１８９３（明治２６）年、シカゴ郊外のミシガン湖畔に、「ホワイトシティ」と呼ばれる人口都市が出

現しました。これは、アメリカ大陸発見４００年を記念して開催されたシカゴ博、別名コロンブス博の会場

でした。このシカゴ万博開催のおり、放浪の旅から返ったポール・ハリスも多分そこに足を運んでいたの

ではないかと推測されます。そして、その日本館では米山梅吉氏が通訳として活躍されていたと聞いて

おります。さらにその日本館に、帝国ホテルの設計をした、アメリカの偉大な建築家フランク・ロイド・ライ

トも足を運んだと聞いております。 

 今年開催の愛・地球博で、大きな出合いのある事を祈念してやみません。

合掌 

 青少年交換委員会より 
 
 
  地区青少年交換委員会 
 
  委員長  鈴木 吉男 

 青少年交換委員会は、新世代の部分と国際奉仕の２つの側面をもっています。１６才～１８才の新世代

に属する学生を各クラブから推薦をいただき、地区委員会で選考し、学生達に留学の心得を指導し、日

本をよりよく理解していただく為の善意と国際理解のロータリー使節として送り出し、交換先の地区委員

会の指導のもとに一定期間、外国のロータリアンの家族及びロータリーの推薦する家庭でホストされ、そ

の家族の一員として過ごし、地区内の学校に通学してありのままの生活体験をし、その国の風俗・習慣

等を見聞しながら国際理解と国際親善を推進することです。 

 そして交換として来日する留学生を地区内のロータリーで１年間、日本の学校に通いロータリーの家族

又は推薦する家族でお世話いただき、日本の理解を深めていただき、又留学生を通じ外国の人々の考

え方、習慣をより身近に理解していただくことにあります。 

 第２７６０地区では旧第２６０地区の１９６８年から始まり、大変歴史のあるプログラムです。現在までで

受入派遣で約５００名の交換をしております。 

 今後とも多くのロータリーからのすばらしい学生を推薦していただきますようお願いいたします。

 ＷＣＳ活動を通じて思った事 
 
 
  地区世界社会奉仕委員会 
 
  委員長  水谷 金之 

 世界を理解するに最近大変喜ばしく又、楽しい事が二つありました。 

 一つは昨年１０月ＷＣＳ活動の下打合せで、２７６０地区の相手先である３３６０地区タイのチェンマイ・

チェンライを訪問した時、あまロータリークラブの鈴村さん、東海さんがプライベートで山岳地帯にある小

学校を訪問するので委員長も是非同行してくれとの事で、チェンマイ・ハンドンロータリークラブのエッカ

ウットカウイラさん(日本名でケンジローさん)の案内でチェンマイから自動車で２時間ほどの学校を訪問

致しました。小学校は私がびっくりする程、荒れ放題で幼稚園児・小学生３７０名一緒に学んでいました

が部落の幹部総動員で私たちを紹介も交えて出迎えてくれて、私達に対する期待感がありありとわかり

ました。なんと、トイレが二つしかなく、鈴村さん達がこの小学校が立派になるまで毎年応援していくとの

事で、すがすがしい気分になり、私もロータリーにいる限り陰ながら協カしたいと思っております。その帰
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り道ケンジローさんが是非立ち寄ってくれとの事で、これが又反対にすばらしい「豪邸」。チェンマイハンド

ン市の警察本部長プリーサさんの家で、本人・奥様・メードさんが珍しい果物等で歓迎してくれました。３

０分程経った時、ロータリーの話になりプリーサさんから私達３人の職業の質問があり大変良い職業だと

誉めてくれ、欧米人が訪問してくれた事はあるが日本人が家に来てくれた事は初めてと喜んでいる様子

でした。何気なくロータリーに入会しませんかと言った処、本人がすぐＯＫと返事をくれ、奥様によろしいで

すかと聞いたら大賛成ですとの事。三人の対応がよほど良かったのかと思ってしまいました。 

 後でケンジローさんに聞いたところ何十回も入会を勧めたが、断りばかりでだめだと思っていたが今日

貴方達のお陰で決心してくれたと大変喜んでくれました。お祝いにスーパーの中の日本料理店でプリー

サさんも呼んで５人で天ぷらうどんを食べながら、ケンジローさんが、「チェンマイ・ハンドンロータリークラ

ブは現在１８人なのでこれで１９人目が出来た」と感激しているのを見て、タイまで来た甲斐があったと私

も心温まる気持ちになりました。その後、今月７日からＷＣＳ活動に行く打合せで電話を入れた処、プリー

サ本部長さんも今では立派にロータリー活動をしていらっしゃるとの事で再会が楽しみです。 

 もう一つは帰途友人である台北明門ロータリークラブの李さんを訪問した時のことですが、原稿の都合

上、また何かの機会にお話したいと思います。 

 世界でいろんな人達がロータリーに入会し、いろんな処で活躍している場面がＷＣＳ活動を通じて見る

ことができ、大変有意義な事と感謝致しております。又、本年度は新しくラオスへ訪問し、ＷＣＳ活動をす

る予定です。今からどんな出会いがあるか楽しみにしております。

▲上へ戻る
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CELEBRATE ROTARY （ロータリーを祝おう） 

ガバナー時代（’８９－’９０） 

  パストガバナー 
 
  盛田 和昭

 １９０５年ポールハリスがシカゴで僅か三名の友人と始めたロータリークラブが１００年を経て、世界１６

６ヶ国に３１０００クラブ、１２０万人以上の会員を擁する巨大クラブに成長した事は、正に奇跡としか言い

様のない偉業であります。誰でもよいから入りなさいではなく選ばれた人達ばかりのクラブなのです。何

故でしょう。

 当時のシカゴは地震と大火の影響を受け不況のどん底にあり悪徳の街と迄云われ、ポールハリスはこ

れではとてもたまらない、何とか４人でいる間位は楽しくしようと考え、当番を決め週１回、夫々の家庭を

回り持ちして楽しく語らい合おうと考えたのです。そして名前は万事回り持ちすることからロータリークラ

ブと名付けました。次いで会員を増加する時の条件を決めました。第一に職業の違う人を集めよう。競争

相手ではないから心置きなく話せるからです。第二に男性のみの会にしよう。これはレディーファースト

の国アメリカの男性の考えそうな事です。この取り決めが、ロータリーは夫々職業を代表する人達の会と

考えられ入会希望者が続出し、ロータリークラブを大きくするのに非常に役立ったと思われます。一業一

人職業分類の考え方こそロータリーの基本なのです。然し、ある時からＲＩは拡大主義を取り始め職業分

類の解釈を拡大し、真のロータリーの良さが失われ始めたのは残念だと私は思っております。今一つの

男性のみの会と云う申し合せも、先年カリフォルニアの一女性の告訴に敗れて女性会員を容認した事は

創始者達の志とは違うかも知れませんが、時代の流れとして已むを得ない事であり、それが新しいロー

タリーのスタートでもあったのかも知れません。 

 扨て、愈々百周年を迎え新しい２１世紀に相応しいロータリーを目指さねばなりませんが、これは当然

新しいロータリーを支える若い人達が考えるべき事で古い我々が口を出す可き事ではありませんが、現

在ロータリーは会員の減少に悩んでおります。若い人達はなかなか入会して呉れない。今のロータリー

には若い人達に受け入れられない何かがあるのでしょうか。その一つにロータリーは規則が難しすぎる

ことがあります。特に出席率が若い人達には負担になる様です。事実、当地区最大の名古屋クラブでも
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出席率は９０％以上もあります。そこで私は最近、ロータリー規則としては６０％以上出れば良い事を主

張しています。更に若い人に受け入れられるロータリーとしては、私のガバナー時のテーマ「エンジョイロ

ータリー」を復活したい。永遠のテーマとして。お考え下さい。 

  

 ポールハリス  初期創設メンバー  

▲上へ戻る
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アジア第１－４ゾーン「ロータリー財団地域セミナー」 

 日 時 2004年11月25日（木） 

 場 所 リーガロイヤルホテル広島

 本年度第２回「ロータリー財団地域セミナー」は、グレン・エステスＲＩ会長、カルロ・ラビッツアＴＲＦ管理

委員長をお迎えして開催されました。出席者は、ゾーン１，２，３，４Ａのガバナー・エレクト、次期財団委

員長等総員１３５名で、当地区からは、髙橋治朗ガバナー・エレクト（名古屋西ＲＣ）と私の二人が参加し

ました。 

 プログラムは、宮崎茂和ＲＲＦＣ、グレン・エステスＲＩ会長、カルロ・ラビッツアＴＲＦ管理委員長、玉村文

夫ＴＲＦ管理委員、田中作次ＲＩ理事の挨拶のあと、 

 

 １． ポリオ撲滅募金キャンペーン     

 ２． Every Rotarian Every Year 

 ３． 国際親善奨学金 

 ４． 恒久基金委員会報告 

 ５． ロータリー日本財団について 

 ６． 寄付の重要性 

 ７． 地区ロータリー財団セミナーに参加して 

 ８． ロータリー財団改正事項 

 ９． ロータリー・カードについて 

 

の順に、それぞれの担当者から説明と報告がありました。 

 このセミナーは、何と言っても国際ロータリーのトップリーダーであるグレン・エステスＲＩ会長とカルロ・

ラビッツア（１９９９－２０００年度ＲＩ会長）ＴＲＦ管理委員長から直接指導を受けられるという魅力あるセミ

ナーでありました。「世界平和と国際親善」を目指すロータリーにとって、会場の「広島」は特に意味のあ

る場所で、カルロ・ラビッツアＴＲＦ管理委員長のこのことに触れた挨拶が印象的でした。 

 いずれにしてもロータリーの理想に一歩でも近づき、魅力あるロータリー活動を継続させるには、「更な

る『寄付金』が必要である。そのために全ロータリアンの理解と協力を得るべく、特に本日の出席者は、

新しい情報を学び、これらを地区で実践して欲しい。そして財団寄付は、責任ではなく『特権』であるとい

う意識を各ロータリアンにもってもらいたい。」という結論でした。 

地区ロータリー財団委員会 委員長  鈴木 孝則

▲上へ戻る
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第２回クラブ新世代委員長会議

 日 時 2004年11月27日（土）15時

 場 所 豊川稲荷

 第２回クラブ新世代委員長会議は、１２０余名の参加を得て開催されました。 

 講師 佐藤 満氏による基調講演、第１部はライラセミナー、受講者と共にテーマ「冒険心を持とう 真の

リーダーとなるために」で受講者中心、第２部は、ロータリアンに対して「経営者の基本的な考え方」をテ

ーマで、社会に対しては公平でなくてはならない。社員教育はケースのディスカッションを行い、将来の

指導者の育成に努める。 

 問題意識のない人に対しては、具体的な各論を知らせて、意識を持たすようにする。即ち、社員に向け

て自分がしようとする事、考え方をニュースレターで知らせ、物事の解決の場合、対岸の火事と見るか、

自分のことと考えるかによって意識の持ち方が違ってくる。 

 物事は決め付けない。物事は変化するものである。あれが悪い、これが悪いのではなく、その原因は

自分が作るもので、幸運の女神は自分から掴むものであると結ばれた。

地区事業の報告 

新世代委員会（藤井委員長）：教育プログラムでは、講師派遣１３０名、１３７の職場体験学習受入事業

所の登録が有。名簿作成の予定。 

インターアクト委員会（谷川委員長）：７月１９日（日）中部大学メモリアルホールにて、第１５回インターア
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クトクラブ協議会が春日丘高校のホストで開催。同日、第１７回インターアクトクラブ海外派遣研修壮行

会が行われた。 

ローターアクト委員会（高木委員長）：ローターアクトクラブは例会２回ですが、各クラブにおいては、さま

ざまな行事が行われており、１１月７日（日）第１５回アクターズミーティングが豊橋ローターアクトクラブの

ホストで「ふるさとを守ろう～東海大震災に備えて～」のテーマの下、学習が行われ、「災害防止マニュア

ル」の冊子を作成予定。

地区新世代委員会 委員長  藤井 忠

▲上へ戻る
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第１３回地区ライラセミナー

 日 時 2004年11月27日（土）～28日（日） 

 場 所 豊川稲荷

 ライラセミナーが豊川ロータリークラブのホストで開催されました。 

 今年は【見つめなおそう マナーと言葉】のテーマのもとバトルトークを行いました。ライラ友の会（セミナ

ー受講生のＯＢで結成された会）にセミナーの運営をお願いし、よく受講生をまとめて頂き発表までの成

果を出して頂きました。本年度は友の会が成長した年であったと思います。 

 ２７日の１２：３０受付、せっかくの豊川稲荷の会場ですので１３：３０からご祈祷から始め、１４：１５点鐘

で開講式が始まりました。１５：００より佐藤 満先生による第１部受講生のための基調講演が始まり先生

の若い頃の経験をお話になりました。１６：００より受講生はオリエンテーション（バトルトークの説明など）

が始まり基調講演の第２部はロータリーメンバーへの講演で新世代委員長会議を兼ねて先生の自動車

関連企業の苦労話等講演頂きました。最後にインターアクト、ローターアクト委員会の活動報告と新世代

委員長の挨拶で第２部を終了しました。 

 受講生は夕食入浴後１９：００より分科会に分かれ各受講生のニックネーム付け、バトルトークのテーマ

選び、及び練習を行いました。友愛の広場を開催し、２２：３０消灯で１日目を無事終了致しました。 

 ２８日は６：００起床で７：００より座禅を行い受講生は大変良い経験をしたと思います。 

 ８：００朝食で９：００より分科会ごとにバトルトークを始めました。大変多くの発言が出てきたと思いま

す。今回は発言するマナー、又聞くマナーの勉強をすると言うことで、発言も活発で聞き役の人もおとな

しく意見を聞いていました。結論を出すのではなく発言をする事と、聞くことを主眼に置いていましたので
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バトルトークは成功したと思います。又友の会のリードで、一般のお参りの人もいるので会場内は静かに

歩くことや、雑談をしない事等マナーをよく守っていたと思われます。 

 １２：３０昼食を取り、食事は３食とも精進料理で心を落ち着けてからいただき修行の場にもなりました。

１３：３０より発表会（感想）があり１４：２０大島ガバナーの挨拶から始まり閉講式が行われガバナーの点

鐘で無事終了致しました。皆様方のご協力を感謝して報告と致します。

地区ライラ委員会 委員長  岩瀬淳一郎

  

▲上へ戻る
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受入学生交流会（京都奈良での一泊交流会）

  

 毎年１２月初旬に青少年交換プログラムで来日している学生を連れて、１泊で京都奈良に出かけま

す。今年は１１日から１２日にかけて実施しましたので、その報告をいたします（毎年ほぼ同じ旅程で実

施していますので、ホストの方で学生を連れて行くときは御配慮を）。 

 今年はとても暖かく京都もまだ紅葉が残っているという情報からまず道路の大渋滞を懸念しつつ、１１

日の９時に名古屋駅西の観光バス集合スポットをあとに一路京都へ。 

 途中１ヶ所休憩を取り１２時少し前に清水寺に到着しました。例年はプロの通訳をお願いしています

が、今年からは帰国学生（ROTEX）のこのプログラムへの関与度を上げる目的で、通訳と引率をかねて

３名のＲＯＴＥＸに担当してもらいました。彼等たちの先導で清水寺から、二条城へ。その後夕日で黄金に

輝く金閣寺を見学し、新京極で買い物です。 

 京都のホテルで宿泊（意外に静かでした）。翌日早朝、平等院から奈良東大寺を見学し、昼食後興福

寺を散策し、その後帰名の途につきました。 

 天気もよく各地での渋滞を覚悟していたのですが、とても道路も順調で、京都奈良共にすべて予定通り

の旅程をこなすことができました。ROTEXも留学生たちの面倒をよく見、我々委員は例年に比して京都

奈良の初冬を留学生と共に楽しんだ２日間でした。 

 後日聞いたところでは、京都奈良が空いていたのは、ちょうど観光スポットのライトアップが終わったと

ころだったということです。ラッキーでした (^.^)/~~~  ! 

 最後に、今回も地区国際奉仕副委員長、桜花学園理事長の大谷先生からのスクールバス等の提供な

ど、大変お世話になりました。お礼を申し上げます。 

地区青少年交換委員会 副委員長  黒田 勝基

▲上へ戻る
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米山学友・奨学生合同忘年会

 日 時 2004年12月25日（土） 

 場 所 キャッスルプラザ

 奨学生、学友会員及び家族、カウンセラー、地区役員の皆さん総勢９５名の参加を得て盛大に開催さ

れました。 

 開会の挨拶にクネヒト・ペトロ学友会長が新潟中越地震で災害に遭った方々に、学友会役員会でお見

舞い金５万円を送る事を決め、送金した報告、及び先日２５６０地区（新潟）横山ガバナーから礼状を戴

き、クネヒト・ペトロ会長が代読されました。また、忘年会の意義にふれ、忘れる事も必要であるが、一年

を反省しながら、新しい年に新たな進歩を期待するとの言葉がありました。 

 加納 泉米山記念奨学会理事からは、「新潟中越地震」一週間前にＲＩ会長代理で地区大会に出席し

て挨拶した経緯を話されました。震災後、横山ガバナーよりロータリーから戴いた義援金は、米百俵の精

神で有効に使わせて戴くとのコメントを報告され、参加者一同、感激した次第です。 

 安藤地区幹事の乾杯の音頭で宴に入りました。花柳流 花柳美乃徳師範の「日本舞踊」。満仲氏による

マジックショーでは、最後にロータリーマークの付いた傘が出て来た時は一段と拍手が盛り上りました。 

 学友会家族の歌やピアノ演奏、手品などアトラクションや奨学生、学友会の様々な民族衣装の自己紹

介もありました。終宴近く役員と参加者全員で「四季の歌」を歌い、最後に手をつないで「手に手つない

で」を歌い閉会しました。

地区米山学友委員会 委員  深田 一弘
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▲上へ戻る
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2006～2007 年度派遣 国際ロータリー第 2760 地区（愛知県） 

ロータリー財団奨学生募集要項 

 

◆ 奨学金の種類と募集人員 

国際親善奨学金 募集人員 支給額 

1 学年度奨学金 6 名（予定） 上限 26,000 ドル支給 

ﾏﾙﾁｲﾔｰ 2 年奨学金(学位取得) 6 名（予定）     26,000 ドル支給 

文化研修奨学金（3 ヶ月） 3 名（予定） 上限 12,000 ドル支給 

 

募集人員 
世界平和奨学金 

1 名 

応募条件などが国際親善奨学生 

とは異なりますので、詳細は地区

ホームページをご覧ください。 

 

◆ 応募について 

応 募 方 法  愛知県内の居住地・出身地・教育機関・勤務先の最寄りのロータリークラブ 

           から申請書類を入手し、もれなく記入の上、必要書類を添えて提出してください。 

           各クラブにおいて第 1 次選考が行なわれ、地区財団委員会へ推薦されます。 

 

申 請 期 間  2005 年 3 月 1 日（火）～3 月 31 日（木） 

 

応 募 条 件  ①当地区（愛知県）に本籍または住民票がある方、あるいは大学所在地または 

勤務先がある方で、2006 年 7 月 1 日時点で、大学課程をすくなくとも 2 年修了し

ているか、高等学校卒業者ですくなくとも 2 年間、常勤で職業に従事していること。

ただし、ロータリアンとその配偶者、直系卑属（子、孫）またはその配偶者には応

募資格がありません。 

             ②留学希望先の言語において以下の基準を満たしていること（当地区基準） 

● 英語圏 「TOFEL」 ﾍﾟｰﾊﾟｰﾃｽﾄ 550 点以上又はｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰﾃｽﾄ 220 点以上。 

● その他外国語圏 「Berlitz ﾛｰﾀﾘｰﾃｽﾄ A」 レベル 5 以上。 

● 文化研修奨学金（3 ヶ月）のみ、英語圏は「TOFEL」 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰﾃｽﾄ 170 点 

以上、その他外国語圏は「Berlitz ﾛｰﾀﾘｰﾃｽﾄ A」 レベル 3 以上。 

             ③2006 年 7 月 1 日～2007 年 6 月 30 日の間に留学開始をお考えの方。 

             ④他地区との併願は認めません。 

  留 学 希 望 校  ロータリークラブが存在する国の教育機関への派遣に限り、申請は同一国 2 校 

             （同一都市でないこと）までの 3 ヵ国より 5 校を選択していただきます。 

             10 歳を超えてから 6 ヵ月以上住んだり留学したことのある国・地域には申請できま

せん。従って、既に入学許可を得ている教育機関、在学中の教育機関への申請は

できません。 

 

◆ 地区の選考について   

  選 考 日  2005 年 5 月 15 日（日）午後 1 時より 

  選 考 会 場  名古屋国際会議場 

  選 考 発 表  2005 年 6 月 13 日（月）以降、郵送にてご連絡します。 

 

◆ 問合せ先 

1. 国際親善奨学金の詳細、地区内ロータリークラブ事務局は地区ホームページより検索してください。 

URL: http://www.rotary2760.org  

2. ロータリーテストに関する問合せ先  Berlitz 名古屋駅前校 TEL 052-561-4611 

3. 国際ロータリー第 2760 地区 地区事務所 

  〒450-0002 名古屋市中村区名駅 3-12-5 竹生ビル別館 2 階 

  TEL 052-541-2760 FAX 052-541-0500 E-mail：office@rotary2760.org 
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 ＲＣＣ委員会 アンケートのご報告 
 
 
  地区RCC委員会 
 
  委員長  宮田 正人 

 現在、国内では２８のＲＣＣが活動しています。当地区では１９９３年に初のＲＣＣが誕生してから昨年度

までの１０年間に１２チームが結成されました。これは国内の４３％にあたり当地区のＲＣＣ活動が如何に

活発であるかが伺われます。しかし、ＲＣＣのスポンサークラブは当地区８０クラブの内わずか１０クラブ１

４％弱という現状で、地区内各クラブでの温度差があるように思われます。 

 そこで、ＲＣＣ委員会では少しでも多くのクラブにＲＣＣのスポンサークラブになっていただきたく各クラブ

のお考えを伺うため「ＲＣＣについてのアンケート」にご回答いただきました。 

 アンケート結果で一番強く感じましたのは「ＲＣＣ」をご理解されていないクラブがまだまだ多いというこ

とでした。「ＲＣＣ」のスポンサークラブとなることに関し「クラブの会員数が少なく活動できない・・」という理

由のクラブが多くありましたが、会員数が少なくともこれまでに継続されている事業をこれまでの委員会

で「ＲＣＣ」という奉仕のシステムに載せることも一つの方法だと思います。 

 一方、ＲＣＣの結成について検討中とお答えいただいたクラブも１７クラブあり、これからの活動への期

待も感じられました。 

 「ＲＣＣ」は社会奉仕のみならず、新世代、国際奉仕、職業奉仕のどの切り口からも活用できるロータリ

ー奉仕の一つの実践方法であることをご理解いただき、是非「ＲＣＣ」のスポンサークラブになって頂きた

いと願うばかりです。 

 私共「地区ＲＣＣ委員会」では各クラブの皆さんに「ＲＣＣ」を深くご理解いただくため、今後もいろいろな

場で情報提供して参りたいと考えていますのでよろしくお願い申し上げます。 

※ ＲＣＣ とは・・・『ロータリー地域社会共同隊（Rotary Community Corps）という意味です。 

 目的は、地域社会に奉仕の精神をもって活動することにより、地域社会の生活状態を改善し、生きる

喜びを高揚すること。

▲上へ戻る
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■ガバナーメッセージ ■ロータリー世界理解月間によせて ■CELEBRATE ROTARY 

■アジア第1-4ゾーン 「ロータリー財団地域セミナー」 ■第２回クラブ新世代委員長会議 

■2004-2005年度地区ライラセミナー ■受入学生一泊オリエンテーション ■米山学友・奨学生忘年会 

■ロータリー財団奨学生募集要項 ■地区委員会だより～ＲＣＣ委員会～ ■ＧＳＥ受入メンバー紹介 

■話の泉⑩ 「中高年登山コトハジメ」 ■ＲＩ会長主催祝賀会議へのご案内 

■今月のカレンダー ■文庫通信 ■ハイライトよねやま ５９号 ■ロータリーの友 トピックス 
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ＧＳＥ受入メンバー紹介 

以下５名です。クリックするとそれぞれのプロフィールをご覧になれます。（WORD形式） 

 

   チームリーダー リック・ハーコート 

 

   クリストファー・ナッシュ 

 

   シンディー・グランド 

 

   ロブ・スクワイアー 

 

   サム・ヴァルテニゥク

研究グループ交換(ＧＳＥ）委員会 委員長  矢形 修己

▲上へ戻る
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GSE Team Member Profile 
 
 
氏名 
Rick Harcourt (Team Leader) 
チームリーダー 
リック・ハーコート 
 
 
 
 
職業 
技術部門の会社に人材を紹介することを専門とする 
ファミリービジネス企業 
ハートコート会社のリクルーター 
 
仕事に関連して興味のあるコト 
新規採用者の訓練、人材管理、最良の人材を誘って再訓練すること、 
日本と北米の異文化間雇用 
私は若い頃、ジャーナリズムとドキュメンタリー映画製作に関わっていましたので 
そのあたりが私の第二の興味といったところです。 
 
その他の興味：趣味 
私はとてもユニークな考えを持ったエドモントン・アーバンスピリットＲＣの幹事をし

ています。 
クラブ員の平均年齢は３０歳前後で、皆それぞれの分野の若きリーダー達です。 
大雑把に言って男女の比率は半々です。 
趣味はアルティメイト・フリスビーを含め、ハイキング、マウンテンバイク、アイスホ

ッケー、スキーにスノーボードといったところ。 
私はまたボランティアで障害者にスキーを教えています。 
日本にいるときは少林寺拳法と和太鼓を練習しましたが・・ずいぶん昔のことです。 
私は文章を書いたり音楽や漫画を描いたりもします。私はクリエイティブなことが好き

です。もちろん日本の言葉や文化も好きです。 
 
望ましい職業研修のあり方は・・・ 
大小を問わず、人材リクルート会社を尋ねる。 
独立したリクルート会社のオフィスを訪ねる。 
マネージャー重役クラスをリクルートするための雇用訓練を見たい。 
特に技術部門や広報技術やバイオテクノロジーの分野の訓練。 
 
自分について何か一言 
私は３年間石川県の七尾教育事務所で働いていました。 
多くの日本の山並みを歩きスキーをしました。旅をこよなく愛していて２０以上の国を

訪ね殆どの国で少なくとも１ケ月以上滞在しました。私はバンフガイドサービスで２シ

ーズン働き、山歩きやホワイトウオーターの急流下り、乗馬、カヤックなどをする日本

人のアドベンチャーツアーのガイドをしていました。 
私は映画やドキュメンタリーのプロダクションで働いていて、私達のハイビジョンでの

オリジナル作品はＮＨＫ主催の賞の最終選考までゆきました。 
私は独身ですが２人の子供とコディという名の犬そしてブーという名の猫がいます。 



GSE Team Member Profile 

 

氏名 
Christopher Nash 
クリストファー・ナッシュ 
 
職業 
ジャーナリスト 
 
仕事に関連して興味のあるコト 
ニュース記事を書くこと 
写真 
ページデザインとレイアウト 
編集室の管理・監督 
ウェブ・デザイン 
政治 
 
その他の興味：趣味 
音楽・・・あらゆる種類の。演奏と作曲 
ポップとロックの２つのバンドをやってます。 
そしてディスクジョッキーとピアノの演奏も好きです。 
スポーツは、ホッケーと野球ですネ。 
映画と映画のシナリオ作り 
望ましい職業研修のあり方は・・・ 
日刊、週刊を問わず・・日本の新聞社編集部やその他のニュース発信関係の会社

を訪問すること。 
 
自分について何か一言 
私は日系カナダ人の血を受け継いでいます。私の母方の祖母は日本からカナダに

やってきました。 
 



GSE Team Member Profile 
 

氏名 
Cindy Grand 
シンディー・グランド 
 
 
 
 
 
 
職業 
フィジカル療法コンサルタント、医療鍼灸師 
仕事に関連して興味のあるコト 
私は整形外科的分野でのリハビリテーションやスポーツでのけがを負った運動 
選手の手助けをすることに興味があります。 
私は針灸・指圧あるいは公に認められたその他の伝統的な癒しの方法や診察も 
含め、日本の伝統的な医療技術に非常に強い関心があります。 
 日本は、もしも自費の治療施設があるとすれば、どのように健康管理（業務）

が金銭的に成り立っているのかを知りたいと思っています。 
予防医療は私にとってとても重要な仕事の一部ですが、予防技術や訓練をメディ

アや職場、学校ではどのように教えているのかに興味があります。 
私は現在はプール、ランニングトラック、ウエイトトレイニング設備を備えた 
大規模な複合スポーツ施設で働いていますが、日本にも同様の施設があれば 
それについて知りたい。 
私にとってもっとも重要なことは、整形外科や針灸の分野でリハビリを実践して

いる人々と協力してことに当たることです。 
その他の興味：趣味 
スポーツでは、アルチメイト・フリスビー、スキー、ジョギング、登山が好き。 
瞑想や禅宗の修行に興味があります。 
スシやその他の日本料理を習いたい。 
日本の文化やサムライの歴史について学ぶことにも興味アリ。 
芸術や文化、日本の太鼓がすきです。 
望ましい職業研修のあり方は・・・ 
理想を言えば、毎日けが人や軽い病気を治療している伝統的針灸師のところや 
スポーツなどの活動でけがをした患者の治療をしているリハビリのスペシャリス

トの所で時間を使いたい。 
 
自分について何か一言 
アウトドアでの活動が好きです。 
日本へ行って健康などについて学んだりすることすべてを楽しみにしています。 
職場のグループや一般の人に健康や健全な体について講演したりテレビで話した

りします。 
ヨガと瞑想の訓練をしています。 



GSE Team Member Profile 
 
 

氏名 
Rob Squire 
ロブ・スクワイアー 
 
 
 
 
職業 
消防士、アルバータ教育委員会の会員 
仕事に関連して興味のあるコト 
私は緊急対応部門での災害対策計画やバイオテロ対策に興味があります。 
消火活動や緊急救助活動にも興味があります。 
アルバータ教育委員会の委員としては、不登校児童を減らす為のうまいやり方

や、また不登校児童対策委員会がいかにすれば教育システムとうまく連携をとっ

て活動できるかといったことに興味があります。 
その他の興味：趣味 
私は狩や釣り、探検、それに家の修繕などを楽しんでいます。 
またギターを弾いたり、家族と一緒に時間を過ごすのも好きです。 
望ましい職業研修のあり方は・・・ 
様々な消防署を訪ね、それがどのように運営されているかを見てみたい。 
また災害対策やバイオテロの対応についても学びたい。 
 教育システムにも興味があり、いかに日本の学校教育は不登校児童と向き合っ

ているか、学校内に問題があるのではないかといった事柄を討論したい 
自分について何か一言 
私は学習して難問に立ち向かうことに楽しみを見つけるタイプです。 
 
 
 
 



GSE Team Member Profile 
 
 

氏名 
 
SAM VARTENIUK 
サム・ヴァルテニゥク 
 
 
 
 
 
職業 
イベントコーディネーター、劇場のデレクター、教育プログラムの製作者 
 
仕事に関連して興味のあるコト 
劇場・・出来れば近代的なもの 
映画・・映画のセットを見学したり出来れば参加したい。 
基本的にパワフルでクリエイティブなネットワーク、例えば宇宙、ディスカバリ

ー、エンターテイメントチャンネルのような局があれば是非見てみたい 
もしあるならば精神病のケア施設を訪ねてみたい。 
 
その他の興味：趣味 
私はコンピュータ、ソフトウエア、それにビデオゲームが好きです。 
技術的なものが好きなんです。 
 
望ましい職業研修のあり方は・・・ 
映画のセット 
テレビスタジオ 
劇場・・出来れば近代的な 
 
自分について何か一言 
私は心がオープンな人々と一緒にクリエイティブな環境に居るのが好きです。 
ペットも好きです。 
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 （株）尾上機械 代表取締役

 （社）日本山岳会東海支部常任評議委員

 尾上 昇 （名古屋大須ＲＣ）

 中高年登山ブームといわれてからすでに久しい。少なくとも、私が懸命に山を攀じていた昭和３０年代

や４０年代にはそんな言葉はかけらもなかった。山を登るという行為は、若者に与えられた特権だったの

である。山登りは、アルピニズムといって先鋭的であり、躍動感に満ち劇的でなくてはならなかったからで

ある。体力と気力の限界が求められたのである。 

 世は移り、高度成長が世の中の価値観というものを一変させた。アウトドアーライフなどという生活スタ

イルが流行り出したり、余暇の過ごし方だの、健康や、いかに老後を豊かに過ごすか、などというハウツ

ウ物が、本屋の棚に並んだ。生活に余裕が出てきた証拠である。そんな中で中高年各位には、山がまこ

とに余暇を過ごすのに適した存在の一つになったのである。それを世間では、価値観の多様化という

が、それにはそれだけの要因が多々あるのである。 

 先ず第一は、何といっても健康面である。現代社会は、猫も杓子も健康志向である。山は自然である。

その自然との触れ合いは、心に安らぎを与える。精神衛生上、まことによろしい。そして山を登ることは、

すなわち運動である。しかもゴルフや散歩などと違い相当の運動量である。 

 これこそ健康という言葉の代名詞ではなかろうか。日の出から日没までたっぷり一日を気の向くまま自

然の中に自分を没入させる。そして何をさておいても、お金がかからぬのがいい。 

 私も近場の山へ日帰りで出掛けることが良くあるが、登る前に近くのコンビニでおにぎり２個とペットボト

ルと副食少々を買って山に入る。大抵仲間と一緒なのでその他の経費も割り勘である。実に山登りは、

他の趣味に比べて割安である。 

 そして、山登りの楽しいことは、その日一日を山で楽しく過ごすことだけではない。まず事前の計画の立

案である。地図を見てルートを研究して、当日の天気予報にまで気を配る。あれこれ思案したり、資料を

探ったりしているだけですぐ１日は暮れる。山から帰ったら今度は事後検証である。自己反省会である。 

 コースタイムと地形を地図に照り合わせて歩いたルートを追ってみる。そしてそれらを行動記録として

残したり、文章の好きな人は紀行文などにまとめたりする。また写真撮影や絵画、植物観察やバードウ

ォッチングなど、山は、結構文化的な側面の楽しみ方にも恵まれている。最近では、自分のホームペー

ジに山行記録を掲載することが流行っている。山登りは、１回の山行で３倍楽しめるのである。 

 これだけの要素が整えば、誰だって山に興味を持つであろう。 
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 いささか私事で恐縮であるが、若い頃あれほど熱を入れていた山から長い間遠ざかっていた。人並み

に結婚もし、子供も出来、仕事が忙しくなったのが原因である。 

 理由は、第一に命が惜しくなったのである。また仕事の都合で長期間山に入れなくなったのもある。 

 私のその後はお定まりのパターンである。クラブ通いとゴルフ場通いである。お陰様で酒もゴルフも人

並み以上に強くなった。 

 そんな頃に中高年登山ブームがやって来た。時間とお金に余裕の出てきた中高年の紳士、淑女が、か

つて私がしつこく山をやっていたということを聞きつけて、山へ連れて行けとうるさく迫るのである。山は

若者の世界であるという私の信念と、面倒くささが重なって逃げ腰になっていた。しかし中にはどうしても

断り切れないものもあって、しぶしぶご案内したりご一緒したりする機会が増えてきた。 

 するとどうであろう。先ず昔取った杵柄の感触が戻ってきたのである。こだわっていたアルピニズムとい

う高邁な思想も、自分の体力と置かれた環境に合わせればそれで良いのだと勝手に解釈する始末であ

る。アルピニズムの変節である。現実に妥協した転び伴天連である。 

 誰も居ない冬枯れの山道を一人で歩くことに至福の時を感じたり、岩壁や雪の山を見ると青春の猛々

しい鼓動が蘇ってくる。 

 今は、すっかり中高年登山者の一人として山にはまってしまっているのである。まさにミイラ取りがミイ

ラになってしまった。いささか照れるが“青春している”のである。従ってゴルフの回数も激減したし、明日

は山だからといって二次会は断り、家路を急ぎ早く寝る。 

 さあロータリークラブの諸兄姉各位、夜な夜なの徘徊はそろそろ止めにして、そして大して上手くもない

ゴルフなんかも止めて「私と一緒に山へ行きませんか。」「もう一度青春しませんか。」 

 山登リコトハジメ。中高年登山ノススメ。である。 

 
別山乗越から望む剣岳（2，996ｍ）

 
後列右側 筆者

山への誘い（初めて山へ行く人の為に） 

講座（日本山岳会東海支部担当） 

 １．朝日カルチャーセンター（朝日新聞社主催） 

 ２．中日文化センター（中日新聞社主催） 

初めての人に適した山 

 １．三河方面 

    猿投山、本宮山、鳳来寺山、岩小谷山、棚山、茶臼山 

 ２．尾張方面 

    道樹山、定光寺、継鹿尾山 

 ３．鈴鹿方面 

    雲母峰、入道ヶ岳、尾高山、御在所岳 

装備について（山の装備専門店） 

 １．三河方面「穂高」ＪＲ刈谷駅前 

 ２．名古屋市内「駅前アルプス」名駅前 
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※上記の２店は、山の専門家がいて、親切に指導してくれます。日本山岳会東海支部の紹介と言って

下さい。 

▲上へ戻る
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グレン・エステスＲＩ会長主催祝賀会議へのご案内 
 
昨年末ご案内いたしました首記の会議につきまして、皆様方よりご返事を頂きＲＩ理事

室へ申し込みました。 
ＲＩ理事室が出席者を集計いたしましたところ当初計画１５００名のところ１２月末現

在９００名強の参加申し込みしかございません。ＲＩ理事室として、当初目標の参加をぜ

ひ達成したい旨、各地区にあらためて協力要請がありました。 
当２７６０地区といたしましても出来るだけ協力したいと思いますので、会員各位には

ぜひ参加申し込みいただきたく、改めてご案内申し上げます。 
参加ご希望の会員におかれましては、下記より“ご案内・登録申込書”を印刷の上、ガ

バナー事務所までお申し込み下さい。 
地区幹事 安藤重良 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



グレン・エステスＲＩ会長主催祝賀会議へのご案内 

実行委員長  ＲＩ理事 田中 作次 
副実行委員長 ＲＩ理事 南園 義一 

 すでにご案内申し上げております今回の祝賀会議は、ロータリーの 100周年を記念して、

2004-05 年度に世界 8 か国で開催されるＲＩ会長主催会議の一つです。グレン・エステスＲ

Ｉ会長と共に 100 周年を祝い、ロータリーの夢を語り合い、その夢の具現化に向けて討論

し、ロータリーの 2 世紀の進むべき道を見いだしていただくことを目的としています。参

加資格はすべてのロータリアンと配偶者の皆様で、新会員を含む多くのロータリアンのご

参加を歓迎いたします。 
1 月 8 日現在、全国の各地区から頂いたご登録数は 4 月 29 日夜に開催される RI 会長ご

夫妻歓迎晩餐会が 554 名様でした。翌 30 日の祝賀会議は 1,500 名の予定に対し 921 名（1
地区の約束数含む）でした。つきましては誠に恐縮ではございますが 4 月 30 日の RI 会長

主催祝賀会議に是非共、あと 580 名の追加ご登録を賜り RI 会長ご夫妻を皆様とともに温

かくお迎えしたいと存じます。 
祝賀会議実行委員会では、グレン・エステスＲＩ会長の基調講演のほか、職業倫理、ロ

ータリーのイメージアップ、ロータリー情報の徹底、会員退会防止と増強、魅力あるクラ

ブづくりの 5 つのテーマによる分科討論会を予定しております。またそれぞれの５つのテ

ーマに対するご意見を各地区 5 名のシニア・リーダーにお願いし寄稿文を当日、分科会別

に配布させていただきます。 
本会議 と き 2005 年 4月 30日（土）10:00～17:00 ところ 新高輪プリンス・ホテル  

登録料 10,000 円（昼食、休憩時のコーヒー代含む） 

アトラクション 午後のひと時をマリンバ・ポニーズで（2:30～3:05PM） 

３歳から 12 歳までの子どもたちが各種楽器で交互に演奏する、その明るく、はじけるよ

うな楽しい音楽は、日本はもとより、世界中で愛されています。ニューヨークのカーネギ

ーホール、ウイーン楽友協会大ホールなど世界の名ホールでコンサートを開催し、成功を

収めています。国内では「NHK 金曜オンステージ」、「題名のない音楽会」、「たけしの誰で

もピカソ」、などにも出演しています。「八木節」、「星条旗よ永遠なれ」、「ラ・クンパルシ

ータ」など広いレパートリーが特徴です。また 2 月 14 日の建国記念日式典には NHK 大ホ

ールで、4 月 29 日には九段会館での昭和天皇聖徳式典で記念演奏をします。 
 

ＲＩ会長ご夫妻歓迎晩餐会 

と き 2005 年 4 月 29 日（金）18:00～20:30 ところ 新高輪プリンス・ホテル  

会 費 18,000 円（お一人様） 参加者 ロータリアンおよびご家族の皆様 

 最終締切日を 2005 年 2 月 25 日とさせていただきます。お申し込みは従来通りクラブを

通じて貴地区ガバナー事務所にてお願い申し上げます。ご不明な点はガバナー事務所まで

宜しく御願いいたします。 



 
ＲＩ会長主催祝賀会議登録申込書 

 
※２月２１日（月）までお申込下さいますようお願い致します。 

ふりがな ふりがな 本会議 晩餐会 

4/30 4/29 
¥10,000 ¥18,000 会員氏名 

所属ＲＣ 
出席配偶者・ 
ゲスト名 

会員 配偶者 会員 配偶者 

合計金額 

  

 
 

 
     

  

 
 

 
     

  

 
 

 
     

  

 
 

 
     

  

 
 

 
     

 
 
 
登録、送金の都合上、Ｄ２７６０ガバナー事務所へのお申込は、 
２月２１日（月）までとさせていただきます。 
なお、振込みにつきましては、こちらから『送金案内書』が 
送付されるまで、お振込みになりませんようお願い申し上げます。 
 
 

返信先 
ガバナー事務所          

TEL：０５２－２２２－２７６０ 
FAX：０５２－２２２－２７７８ 



年間予定表

確認したい月をクリックしていただくと、その月の予定が表示されます。

2004/7月・8月・9月・10月・11月・12月・2005/1月・2月・3月・4月・5月・6月

２００５年 ２月

 １日（火）  名古屋ＲＣ 創立８０周年記念式典

 ４日（金）  2004～2005年度ロータリー財団委員長会議

 ７日（月） 

      ～１２日（土）
 ＷＣＳ視察旅行

 ８日（火）  半田南ＲＣ 創立２５周年記念式典

 ９日（水） 
      ～１４日（月）

 ローターアクト海外研修

 １８日（金）  第２回社会奉仕委員長会議

 １９日（土）
 インターアクトクラブ顧問・委員長会議 

 一宮中央ＲＣ ロータリー１００年を祝う会

 ２０日（日）
 ロータリー１００周年記念事業：岡崎４ＲＣ合同環境保全プロジェクト 

 2005～06年度財団奨学生 「オリエンテーション」

 ２６日（土）  米山奨学期間終了者歓送会及び指導者教官への感謝の会

 開催日未定  2006～2007年度プログラム 「ＤＤＦ選択会議」
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ガバナー月信 Vol.８  ２月 メニュー

■ガバナーメッセージ ■ロータリー世界理解月間によせて ■CELEBRATE ROTARY 

■アジア第1-4ゾーン 「ロータリー財団地域セミナー」 ■第２回クラブ新世代委員長会議 

■2004-2005年度地区ライラセミナー ■受入学生一泊オリエンテーション ■米山学友・奨学生忘年会 

■ロータリー財団奨学生募集要項 ■地区委員会だより～ＲＣＣ委員会～ ■ＧＳＥ受入メンバー紹介 

■話の泉⑩ 「中高年登山コトハジメ」 ■ＲＩ会長主催祝賀会議へのご案内 

■今月のカレンダー ■文庫通信 ■ハイライトよねやま ５９号 ■ロータリーの友 トピックス 

■出席報告（１２月分 EXCEL形式） ■上半期（２００４年７月～１２月）寄付報告

文庫通信 （２０８号）

 「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして１９７０年に設立された皆様の資料

室です。 

 ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、１万９千余点を収集・整備し皆様のご利用に備えて

おります。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料については

コピーサービスも承ります。 

 クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料の

ご紹介を致します。 

ＩＭの記念講演・シンポジウムから

◎「超我の奉仕 ― ネパール支援の現状と展望」  島田輝男 ２００２ ２４ｐ 

（Ｄ.２５４０ 秋田北区ＩＭ記念講演）

◎「ネパール支援の現状と展望 ― みんなで生きる為に」 小林 茂（コーディネーター） 

２００２ １５ｐ （Ｄ.２５４０ 秋田北区ＩＭシンポジウム）

◎「経営と家族」 安田昭夫 ２００４ １１ｐ （Ｄ.２８３０ 南分区ＩＭ基調講演）  

◎「私とロータリー」 小堀憲助 ２００４ １３ｐ（D.２６７０ 高知１，２分区記念講演） 

◎「ロータリー１００年に向かって」 千 玄室 ２００４ ５ｐ  （D.２６５０第３組ＩＭ基調講演） 

◎「ポリオ撲滅運動に参加して：西太平洋地域ではポリオ撲滅はできたのか」  

高橋権也 ２００４ ３ｐ （Ｄ.２６５０ 第３組ＩＭ特別講演） 

◎「生命の話をしましょう」 清水 哲 ２００４ ２ｐ （Ｄ.２６５０ 第３組ＩＭ特別講演） 

◎「ロータリーに何ができるか」 宮﨑茂和（リーダー） ２００３ ９ｐ 

（D.２６５０ 第５組ＩＭパネルディスカッション） 

◎「これからのロータリーは如何にあるべきか」 伊与曉洋（コーディネーター）  ２００３ １０ｐ 

（Ｄ.２６５０ 第５組ＩＭパネルディスカッション）        [上記申込先：ロータリー文庫（コピー）] 

ロータリー文庫 

〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-3 abc 会館 7F 

TEL(03)3433-6456 FAX(03)3459-7506 http://www.rotary-bunko.gr.jp 

開館＝午前１０時～午後５時 休館＝土・日・祝祭日

▲上へ戻る
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ハイライトよねやま ５９ 

（財）ロータリー米山記念奨学会
２００５年１月１４日発行

PDF版はこちら （クラブでの配布などにご自由にお使いください。） 
 

ニュース News

１．寄付金速報 ～2005年もよろしくお願いいたします 

２．スマトラ沖地震およびインド洋津波被災国出身の米山奨学生は今…… 

３．第３回米山奨学事業フォーラム開催報告 ～地区の声を2006年度制度改編
に！ 

４．2005学年度新規採用奨学生の面接試験始まる！ 

５．台湾学友会総会出席報告 ～台湾学友会から新潟県中越地震に義援金 

６．カウンセラー研修会実施状況【中間報告】 

１．寄付金速報 ～2005年もよろしくお願いいたします 

12月までの寄付金は、前年同期と比べ4.7％減、約4千百万円の減少でした。普通寄

付金が2.6％減、特別寄付金が5.4％減です。明らかに、いまだ厳しい状況が続いてい

ます。12月27日付で「2004年度下期普通寄付金のお願い」を各ロータリークラブ宛に

お送りいたしました。普通寄付金は当会活動の安定的な財源となっています。奨学事

業を運営していく上での重要な寄付となりますので、お早めにご納入いただきますよう

本年もよろしくお願い申し上げます。 

２．スマトラ沖地震およびインド洋津波被災国出身の米山奨学生は今…… 

12月26日に発生したスマトラ沖地震と津波の被災者の皆さまに心よりお見舞い申し上

げます。 

津波の主な被災国（インドネシア、スリランカ、インド、タイ、マレーシア）出身の現役米

山奨学生は82人に上ります。これらの奨学生に家族の安否を確認したところ、「祖母

が行方不明になっている」「おじが怪我をした」「故郷の友人・知人が多数死亡、行方

不明」という報告がありましたが、幸いにも、ほかに家族に被害があったという人は今

のところ出ていません。中には、「来月の奨学金から少しでも義援金を出したい」「同国

人の留学生会で、募金活動や被災孤児の支援活動を推進している」などの報告もあり

ました。 

学友については、地区や世話クラブのご協力も仰ぎたいと思います。各地区・クラブで
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学友の被災者に関する情報が入りましたら、米山奨学会事務局にもお知らせいただ

ければ幸いです。 

３．第３回米山奨学事業フォーラム開催報告 ～地区の声を2006年度制度
改編に！ 

12月11日（土）、東京・新高輪プリンスホテルにて、第３回米山奨学事業フォーラムが

開催されました。全国34地区からガバナー・エレクトをはじめとする各地区３人の代表

者にお集まりいただき、地区の声をもとに、今後の米山奨学事業の方向性や制度に

ついて、熱心な議論が展開されました。後半の全体討議では、次々に発言を求める手

が挙がり、「時間が足りない」とのコメントが聞かれるほどでした。報告書は、２月上旬

に参加者、各地区の米山役員・委員および希望者の皆さまにお送りいたします。ま

た、ダイジェスト版を「ロータリーの友」２月号・３月号のよねやまだより誌上で報告いた

しますので、ぜひご一読ください。 

 

 
 

４．2005学年度新規採用奨学生の面接試験始まる！ 

米山奨学金応募者1,221人に対する面接試験が、１月15日から、全国34地区で実施さ

れます。昨年の地区へのアンケート結果によると、１人あたりの面接時間は平均「10

～14分」と、ここ数年延びる傾向にあります。選考基準として特に重視されるのは、「日

本語が話せ、コミュニケーションをはかる意欲が高いこと」「異なる文化に対する認識

を深め、理解しようとする姿勢があること」ですが、「学業成績が優秀な学生」を選んだ

７地区は、すべてこれを最優先としています。面接で積極的に意志疎通をはかり、異

文化理解をアピールできること、そして学業優秀であることが選考の２大ポイントとい

えるでしょう。最終合否は、「採点順位」「国籍割合」を重視しつつ、各地区とも合議に

よって決定しています。 

今年も厳しい選考を経て、481人の新規米山奨学生が誕生する予定です。 
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５．台湾学友会総会出席報告 ～台湾学友会から新潟県中越地震に義援
金 

社団法人の認可を得て８年目となる中華民國扶輪米山会（台湾学友会）の総会が、12

月19日に台北市のシェラトンホテル台北で開かれました。台湾４都市に設立された本

部・支部の米山学友とその家族150人が集まり、旧交を温め合いました。来賓の１人

で、事実上の駐台大使である日本交流協会台北事務所・内田勝久所長の特別講演

「日中台の政局舞台裏」では、ユーモアあふれるエピソードの中に、日本と台湾との絆

の深さを改めて知らされました。 

こうした学友の集まりで良く耳にする言葉があります。それは「日本のロータリアンと出

会い、米山梅吉翁の精神を学んだ」と「ご恩返しをしなくてはならない」です。総会の席

上、新潟県中越地震への見舞い金30万円の贈呈がありました。これは中越地震の被

害をテレビで見た学友の呼びかけで始められた募金です。地震の惨状と復興に汗を

流すボランティアの姿を見て、“今こそご恩返しをしなくては”と扶輪米山会の陳 思乾

理事長に電話で訴えたそうです。陳理事長は幹事を集めて相談をし、募金の実施を

決めました。 

同時に陳理事長は、被災地に留学した学友に対し、お世話になったロータリアンに電

話して無事を確認するよう呼びかけました。ある学友は、「カウンセラーに何度も電話

をかけてやっと夜中に通じ、ご家族の安否を尋ねたら、“元気でやっているか、子ども

さんは元気か”と優しい声をかけられて逆に励まされた」と目を潤ませて話してくれまし

た。困難な状況にあっても温かい気配りをしてくれるロータリアンに、“米山梅吉翁の

精神”を見いだしたのではないでしょうか。 

（事務局長・宮崎幸雄） 

 

 

陳理事長（右）に義援金の感謝状贈呈 

 

６．カウンセラー研修会実施状況【中間報告】 
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カウンセラー研修会の推進が始まったのは2002年度。全地区開催を呼びかけた昨年

は、24地区で実施され、約800人のカウンセラーが参加するまでに広がりました。３年

目を迎えた今年度は、上半期中に14地区で実施されました。その中間報告をここに紹

介いたします。 

７割の地区で、カウンセラー同士の連帯と情報交換を目的に、グループディスカッショ

ンが行われています。「懇談会に参加して気づくことが多かった」「奨学生から逆に教

えられた」「大人である奨学生との関係づくりへのヒントを得られた」「カウンセラーだけ

でなくクラブ全員で奨学生に声をかけることの大切さを知った」などの感想が寄せら

れ、普段カウンセラーとして感じていることを共有し、不安を解消できる効果が見られ

ます。 

また、地域の大学で教授となって活躍する学友を招くケースもあります。山形大学留

学生センター助教授として留学生ケアを含めた活動をしている尤 銘煌(ユウ・ミンホァ

ン)さん（世話クラブ：第2760地区・津島RC）や、岡山大学で法学部教授として活躍する

張 紅(チャン・ホン)さん（世話クラブ：第2710地区・広島RC）です。元奨学生としての体

験談を含め、カウンセラーとの関係づくりに奨学生がいかに戸惑いをもっているか、な

どの実感を伴った話は共感を呼ぶようです。主催する地区では、巣立った奨学生を講

師として迎え入れることの喜びもあるようです。 

年度末までの６カ月、各地区での工夫を凝らした研修会がこれからも繰り広げられま

す。 

TOP 

                 以 上 

 

（財）ロータリー米山記念奨学会 
〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-3 abc会館ビル8Ｆ 

Tel:03-3434-8681  Fax:03-3578-8281 
http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 
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12月 累計 12月 累計

半田 66 4 64 3 0 0 2 2
常滑 54 0 53 0 0 1 2 2
東海 52 2 52 2 0 1 1 1
東知多 22 1 22 1 0 0 0 0
半田南 50 1 52 1 0 3 0 1
知多 26 0 26 0 0 2 2 2
大府 26 0 27 0 0 2 1 1

7RC 296 8 296 7 0 9 8 9

一宮 80 0 80 0 0 5 1 5
津島 74 1 76 2 0 3 0 1
尾西 36 0 37 0 0 1 0 0

一宮北 61 0 60 0 0 0 1 1
稲沢 60 0 59 0 0 0 0 1
あま 93 0 93 0 0 1 1 1
西春日井 43 1 43 1 0 0 0 0
尾張中央 51 0 57 0 0 7 0 1
一宮中央 59 6 57 6 0 1 2 3

9RC 557 8 562 9 0 18 5 13
瀬戸 80 3 81 3 0 3 1 2
犬山 84 0 83 0 0 2 1 3
江南 60 1 57 1 0 0 2 3
小牧 71 2 68 2 0 0 1 3
春日井 62 4 64 4 0 3 1 1
尾張旭 29 0 29 0 1 1 0 1
名古屋空港 53 0 55 0 1 3 1 1

瀬戸北 68 3 71 4 0 7 3 4
岩倉 17 0 19 0 0 3 1 1
豊山・城北 28 1 27 1 0 0 1 1
愛知長久手 23 2 24 2 0 2 1 1

11RC 575 16 578 17 2 24 13 21
名古屋 189 0 195 0 0 9 0 3
名古屋西 99 0 104 0 0 8 3 3
名古屋南 113 0 114 0 0 3 2 2
名古屋みなと 84 0 85 0 0 3 1 2
名古屋東南 72 6 76 6 0 6 2 2

名古屋中 135 0 139 0 0 6 2 2
名古屋瑞穂 75 0 74 0 0 1 2 2
名古屋大須 65 2 66 2 0 3 1 2
名古屋栄 81 0 80 0 0 2 1 3
名古屋名南 83 13 83 13 0 0 0 0
名古屋名駅 90 2 101 2 0 14 3 3
名古屋西南 54 8 53 7 0 0 1 1

12RC 1,140 31 1,170 30 0 55 18 25

クラブ 平均

平均出席率 80 95.23%

名 内女性 126

名 内女性 127

179 名

131 名

48 名

東
名
古
屋
分
区

増加会員数（累計）

5,362地区内クラブ数　８０ＲＣ
5,313

退会

東
三
河
分
区

減少会員数（累計）

差引純増会員数（累計）

入会会員数
2004年
12月末日

当月会員数

当月平均出席率

2004年　7月１日会員数

当月
女性

クラブ名

2004年
7月1日
女性

西
名
古
屋
分
区

会員数
2004年
7月１日

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
三
河
中
分
区

西
三
河
分
区

南
尾
張
分
区



12月 累計 12月 累計

名古屋北 97 0 94 0 0 3 3 6
名古屋東 90 0 94 0 0 4 0 0
名古屋守山 65 5 64 5 0 2 2 3
名古屋和合 103 0 102 0 0 1 2 2
名古屋名東 57 5 57 6 0 1 0 1
名古屋名北 50 8 49 7 0 1 0 2
名古屋千種 65 6 64 6 0 2 1 3
名古屋昭和 60 0 64 0 0 5 1 1

名古屋錦 36 8 37 7 0 2 2 2
名古屋東山 62 2 62 2 0 1 1 1

10RC 685 34 687 33 0 22 12 21

豊橋 118 4 122 4 0 4 0 0
蒲郡 66 0 65 0 0 0 0 1
豊橋北 93 2 97 2 0 4 0 0
豊川 68 0 67 0 0 0 0 1
田原 61 1 63 1 1 3 0 1
豊橋南 62 0 62 0 0 0 0 0
新城 60 0 57 0 1 1 4 4

渥美 38 0 42 0 0 4 0 0
奥三河 22 3 21 3 0 0 0 1
豊川宝飯 53 0 55 0 0 2 0 0
豊橋ゴールデン 71 0 72 0 0 1 0 0
田原パシフィック 68 0 70 0 1 2 0 0
豊橋東 47 0 48 0 0 1 0 0

13RC 827 10 841 10 3 22 4 8

岡崎 99 1 100 1 1 5 1 4
豊田 73 0 74 0 0 3 2 2
岡崎南 98 2 99 2 0 3 1 2
豊田西 100 0 103 0 1 5 1 2
岡崎東 73 0 67 0 0 1 6 7

豊田東 81 0 80 0 0 1 2 2
岡崎城南 75 0 74 0 0 0 1 1
豊田三好 24 3 26 4 0 3 1 1
豊田中 49 5 48 5 0 0 0 1

9RC 672 11 671 12 2 21 15 22

刈谷 86 0 85 0 1 2 0 3
安城 70 1 69 1 0 1 0 2
西尾 77 1 75 1 0 0 0 2
碧南 75 0 74 0 0 0 1 1
一色 35 0 34 0 0 0 0 1
高浜 42 2 44 3 0 3 0 1
知立 62 0 61 0 1 1 0 2
西尾ＫＩＲＡＲＡ 61 0 62 0 0 1 0 0
三河安城 53 4 53 4 0 0 0 0

9RC 561 8 557 9 2 8 1 12

会員数
2004年7
月1日クラブ名

2004年
7月1日
女性

会員数
2004年12
月末日

当月
女性

退会入会
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■ガバナーメッセージ ■ロータリー世界理解月間によせて ■CELEBRATE ROTARY 

■アジア第1-4ゾーン 「ロータリー財団地域セミナー」 ■第２回クラブ新世代委員長会議 

■2004-2005年度地区ライラセミナー ■受入学生一泊オリエンテーション ■米山学友・奨学生忘年会 

■ロータリー財団奨学生募集要項 ■地区委員会だより～ＲＣＣ委員会～ ■ＧＳＥ受入メンバー紹介 

■話の泉⑩ 「中高年登山コトハジメ」 ■ＲＩ会長主催祝賀会議へのご案内 

■今月のカレンダー ■文庫通信 ■ハイライトよねやま ５９号 ■ロータリーの友 トピックス 

■出席報告（１２月分 EXCEL形式） ■上半期（２００４年７月～１２月）寄付報告

上半期（２００４年７月～１２月） 寄付報告 

○ ロータリー財団＜財団寄付報告（７～１２月）.xls＞ 

     ４シート 

         ・ Ｄ２７６０ 

         ・ ポール・ハリス・フェロー 

         ・ マルチブル・ポール・ハリス・フェロー 

         ・ ベネファクター 

 

○ 米山奨学会＜米山寄付報告（７～１２月）.xls＞ 

     ４シート 

         ・ Ｄ２７６０ 

         ・ 全地区総合表（２００４年度順位） 

         ・ 全地区総合表（一人当たり順位） 

         ・ 全地区総合表（過去累計順位） 

▲上へ戻る

Page 1 of 1上半期（２００４年７月～１２月） 寄付報告

2008/11/02http://www.05-06governor2760.org/information/200502/houkoku/kifu.html



 2004～2005年度　財団寄付額
2004.7.1～2004.12.31

年次寄付 使途指定寄付 恒久基金

年　度 年　度 年　度

半田 66 $10.61 $700.00 $0.00 $0.00 $700.00

常滑 54 $50.93 $2,750.00 $0.00 $0.00 $2,750.00

東海 53 $18.87 $1,000.00 $2,650.00 $0.00 $3,650.00

東知多 22 $45.45 $1,000.00 $0.00 $0.00 $1,000.00

半田南 50 $69.00 $3,450.00 $0.00 $0.00 $3,450.00

知多 26 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00

大府 27 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00

一宮 80 $0.00 $0.00 $4,112.22 $0.00 $4,112.22

津島 74 $106.70 $7,895.93 $225.00 $0.00 $8,120.93

尾西 37 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00

一宮北 61 $110.00 $6,710.00 $0.00 $8,000.00 $14,710.00

稲沢 60 $103.70 $6,222.22 $0.00 $0.00 $6,222.22

あま 93 $110.62 $10,287.78 $80.00 $4,000.00 $14,367.78

西春日井 43 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00

尾張中央 54 $56.09 $3,028.84 $2,740.38 $0.00 $5,769.22

一宮中央 59 $0.00 $0.00 $2,950.00 $0.00 $2,950.00

瀬戸　 80 $46.31 $3,705.00 $0.00 $0.00 $3,705.00

犬山 84 $101.53 $8,528.90 $0.00 $0.00 $8,528.90

江南 60 $72.02 $4,321.48 $3,120.19 $0.00 $7,441.67

小牧 71 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00

春日井 62 $145.73 $9,035.56 $0.00 $0.00 $9,035.56

尾張旭 29 $55.17 $1,600.00 $0.00 $1,000.00 $2,600.00

名古屋空港 53 $94.34 $5,000.00 $2,777.78 $2,000.00 $9,777.78

瀬戸北 71 $5.63 $400.00 $0.00 $0.00 $400.00

岩倉 17 $100.00 $1,700.00 $0.00 $0.00 $1,700.00

豊山・城北 28 $0.00 $0.00 $776.00 $0.00 $776.00

愛知長久手 23 $147.83 $3,400.00 $0.00 $0.00 $3,400.00

名古屋 189 $59.46 $11,237.50 $5,062.50 $2,000.00 $18,300.00

名古屋西 99 $57.28 $5,670.90 $5,350.00 $0.00 $11,020.90

名古屋南 113 $156.90 $17,730.00 $5,096.15 $0.00 $22,826.15

名古屋みなと 84 $122.24 $10,268.09 $3,350.00 $0.00 $13,618.09

名古屋東南 72 $66.67 $4,800.00 $20.00 $1,000.00 $5,820.00

名古屋中 135 $74.12 $10,006.63 $0.00 $1,000.00 $11,006.63

名古屋瑞穂 75 $73.40 $5,504.81 $0.00 $0.00 $5,504.81

名古屋大須 66 $28.06 $1,851.85 $3,602.69 $1,000.00 $6,454.54

名古屋栄 81 $46.91 $3,800.00 $0.00 $0.00 $3,800.00

名古屋名南 83 $113.25 $9,400.00 $0.00 $0.00 $9,400.00

名古屋名駅 90 $103.33 $9,300.00 $0.00 $0.00 $9,300.00

名古屋西南 54 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00

名古屋北 97 $102.27 $9,920.08 $4,890.00 $1,000.00 $15,810.08

名古屋東 90 $112.47 $10,122.22 $0.00 $0.00 $10,122.22

名古屋守山 65 $6.15 $400.00 $0.00 $0.00 $400.00

名古屋和合 103 $108.74 $11,200.00 $0.00 $0.00 $11,200.00

東
名
古
屋
分
区

南
尾
張
分
区

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

西
名
古
屋
分
区

クラブ名 会員数
1人あたり

寄　付　額
年度　計



 2004～2005年度　財団寄付額
2004.7.1～2004.12.31

年次寄付 使途指定寄付 恒久基金

年　度 年　度 年　度

名古屋名東 57 $35.09 $2,000.00 $0.00 $0.00 $2,000.00

名古屋名北 50 $54.00 $2,700.00 $0.00 $0.00 $2,700.00

名古屋千種 65 $80.00 $5,200.00 $0.00 $0.00 $5,200.00

名古屋昭和 60 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00

名古屋錦 36 $98.61 $3,550.00 $1,750.00 $0.00 $5,300.00

名古屋東山 62 $112.90 $7,000.00 $0.00 $2,000.00 $9,000.00

豊橋 118 $9.93 $1,172.00 $0.00 $0.00 $1,172.00

蒲郡 66 $61.71 $4,073.07 $0.00 $1,057.69 $5,130.76

豊橋北 93 $33.72 $3,136.00 $0.00 $1,000.00 $4,136.00

豊川 68 $10.00 $680.00 $3,400.00 $0.00 $4,080.00

田原 61 $32.79 $2,000.00 $0.00 $0.00 $2,000.00

豊橋南 62 $8.23 $510.00 $0.00 $0.00 $510.00

新城 60 $11.57 $694.44 $0.00 $0.00 $694.44

渥美 38 $73.31 $2,785.71 $0.00 $4,000.00 $6,785.71

奥三河 22 $88.38 $1,944.44 $0.00 $0.00 $1,944.44

豊川宝飯 53 $10.00 $530.00 $0.00 $0.00 $530.00

豊橋ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝ 71 $80.34 $5,704.05 $7,367.74 $0.00 $13,071.79

田原パシフィック68 $58.54 $3,980.76 $0.00 $0.00 $3,980.76

豊橋東 47 $40.36 $1,897.00 $0.00 $0.00 $1,897.00

岡崎 99 $80.81 $8,000.00 $0.00 $1,000.00 $9,000.00

豊田 73 $21.31 $1,555.56 $0.00 $0.00 $1,555.56

岡崎南 98 $67.35 $6,600.00 $4,900.00 $1,000.00 $12,500.00

豊田西 100 $19.00 $1,900.00 $0.00 $0.00 $1,900.00

岡崎東 73 $63.70 $4,650.00 $2,100.00 $0.00 $6,750.00

豊田東 81 $23.46 $1,900.00 $0.00 $0.00 $1,900.00

岡崎城南 75 $69.33 $5,200.00 $3,750.00 $0.00 $8,950.00

豊田三好 24 $0.00 $0.00 $1,350.00 $0.00 $1,350.00

豊田中 49 $0.00 $0.00 $2,400.00 $0.00 $2,400.00

刈谷 86 $(107.18) $(9217.53) $13,050.00 $0.00 $3,832.47

安城 70 $45.71 $3,200.00 $0.00 $0.00 $3,200.00

西尾 77 $0.00 $0.00 $3,850.00 $0.00 $3,850.00

碧南 75 $104.22 $7,816.24 $0.00 $0.00 $7,816.24

一色 35 $33.57 $1,175.00 $0.00 $0.00 $1,175.00

高浜 42 $0.00 $0.00 $0.00 $1,000.00 $1,000.00

知立 62 $74.19 $4,600.00 $0.00 $1,000.00 $5,600.00

西尾KIRARA 61 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00

三河安城 53 $69.81 $3,700.00 $2,650.00 $0.00 $6,350.00

2760地区寄付 0 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00 $0.00

2760地区合計 5323 $54.97 $292,584.53 $93,370.65 $33,057.69 $419,012.87

<単位：ドル>

 　　 ※　　年次寄付額(一人当り)トップ3
1 名古屋南 名古屋南

2 愛知長久手 名古屋

3 春日井 名古屋和合

西
三
河
分
区

東
名
古
屋
分
区

東
三
河
分
区

西
三
河
中
分
区

年度　計クラブ名 会員数
1人あたり

寄　付　額



寄付金納入明細表 （財）ロータリー米山記念奨学会

　　　　　　　　　　 2004年 12月31日現在(単位：円)

普通寄付金 会員数
単価（上半期） 普通寄付金 特別寄付金 合 計 （７月１日） 普通寄付金 特別寄付金 合 計

半田 2,000 132,000 1,610,000 1,742,000 66 26,393 6,710,200 27,465,610 34,175,810
常滑 2,000 108,000 340,000 448,000 54 8,296 6,595,450 11,160,000 17,755,450
東海 2,000 106,000 100,000 206,000 53 3,886 5,906,750 14,109,630 20,016,380
東知多 2,000 44,000 190,000 234,000 22 10,636 4,530,950 14,631,091 19,162,041
半田南 2,000 100,000 70,000 170,000 50 3,400 4,032,000 15,133,350 19,165,350
知多 0 0 0 0 26 0 2,364,000 3,525,000 5,889,000
大府 0 0 0 0 27 0 224,000 250,000 474,000
一宮 2,000 160,000 0 160,000 80 2,000 8,257,400 21,467,801 29,725,201
津島  (年)  4,000 296,000 520,000 816,000 74 11,027 8,492,750 15,035,010 23,527,760
尾西  (年)  4,000 148,000 0 148,000 37 4,000 5,565,750 3,535,000 9,100,750
一宮北 2,000 122,000 0 122,000 61 2,000 6,644,850 15,280,260 21,925,110
稲沢 2,000 120,000 100,000 220,000 60 3,666 5,921,450 14,213,500 20,134,950
あま 2,500 232,500 700,000 932,500 93 10,026 7,781,750 24,508,500 32,290,250
西春日井 2,000 86,000 100,000 186,000 43 4,325 4,908,750 20,152,046 25,060,796
尾張中央 1,500 85,500 0 85,500 54 1,583 2,731,000 9,127,523 11,858,523
一宮中央 2,000 118,000 680,000 798,000 59 13,525 3,058,500 10,545,000 13,603,500
瀬戸  (年)  5,000 400,000 725,000 1,125,000 80 14,062 6,949,750 19,842,229 26,791,979
犬山 3,000 252,000 1,270,000 1,522,000 84 18,119 6,790,500 26,791,917 33,582,417
江南  (年)  4,000 236,000 200,000 436,000 60 7,266 6,534,300 16,488,027 23,022,327
小牧 2,500 177,500 0 177,500 71 2,500 6,034,700 17,796,000 23,830,700
春日井 2,500 155,000 400,000 555,000 62 8,951 8,562,200 21,359,600 29,921,800
尾張旭 2,000 58,000 100,000 158,000 29 5,448 4,668,300 20,348,087 25,016,387
名古屋空港 2,000 106,000 500,000 606,000 53 11,433 5,778,750 16,515,196 22,293,946
瀬戸北 3,000 222,000 0 222,000 74 3,000 6,530,750 14,044,800 20,575,550
岩倉 2,500 42,500 0 42,500 17 2,500 2,842,000 5,554,000 8,396,000
豊山－城北 0 0 0 0 28 0 3,787,500 11,473,225 15,260,725
愛知長久手 2,000 46,000 100,000 146,000 23 6,347 236,600 205,400 442,000
名古屋 2,000 378,000 1,330,000 1,708,000 189 9,037 25,067,900 40,781,000 65,848,900
名古屋西 2,500 247,500 0 247,500 99 2,500 14,675,950 17,350,500 32,026,450
名古屋南 2,500 282,500 905,000 1,187,500 113 10,508 12,575,000 30,705,000 43,280,000
名古屋みなと 2,000 168,000 300,000 468,000 84 5,571 10,900,500 29,015,000 39,915,500
名古屋東南 3,000 216,000 300,000 516,000 72 7,166 11,382,350 16,987,500 28,369,850
名古屋中 1,500 202,500 746,000 948,500 135 7,025 11,203,250 47,375,000 58,578,250
名古屋瑞穂 2,500 187,500 80,000 267,500 75 3,566 7,978,500 34,305,500 42,284,000
名古屋大須 2,000 132,000 1,220,000 1,352,000 66 20,484 5,634,250 28,868,000 34,502,250
名古屋栄 1,750 141,750 760,000 901,750 81 11,132 3,344,000 15,590,000 18,934,000
名古屋名南 2,000 166,000 1,320,000 1,486,000 83 17,903 4,384,000 20,870,000 25,254,000
名古屋名駅 2,000 180,000 1,525,000 1,705,000 90 18,944 4,851,000 18,330,000 23,181,000
名古屋西南 2,000 108,000 300,000 408,000 54 7,555 2,034,000 6,730,000 8,764,000
名古屋北 2,000 194,000 1,063,000 1,257,000 97 12,958 10,486,600 30,474,000 40,960,600
名古屋東 2,000 180,000 240,000 420,000 90 4,666 9,924,200 23,863,000 33,787,200
名古屋守山 2,000 130,000 832,200 962,200 65 14,803 8,491,300 23,738,456 32,229,756
名古屋和合 2,000 206,000 720,000 926,000 103 8,990 8,527,000 31,030,188 39,557,188
名古屋名東  (年)  4,000 228,000 600,000 828,000 57 14,526 5,476,500 31,377,834 36,854,334
名古屋名北 2,000 100,000 100,000 200,000 50 4,000 5,146,750 22,132,000 27,278,750
名古屋千種 2,000 130,000 550,000 680,000 65 10,461 4,855,000 13,490,000 18,345,000
名古屋昭和 2,000 120,000 750,000 870,000 60 14,500 3,186,000 15,570,000 18,756,000
名古屋錦  (年)  4,000 152,000 570,000 722,000 36 20,055 2,007,000 9,536,000 11,543,000
名古屋東山  (年)  4,000 248,000 450,000 698,000 62 11,258 1,626,000 7,110,000 8,736,000
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過去累計額
クラブ名

2004/07月 - 2004/12月 一人当り
平均寄付額
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寄付金納入明細表 （財）ロータリー米山記念奨学会

　　　　　　　　　　 2004年 12月31日現在(単位：円)

普通寄付金 会員数
単価（上半期） 普通寄付金 特別寄付金 合 計 （７月１日） 普通寄付金 特別寄付金 合 計

過去累計額
クラブ名

2004/07月 - 2004/12月 一人当り
平均寄付額

2760地区

分区

豊橋 2,000 236,000 130,000 366,000 118 3,101 10,826,450 39,910,863 50,737,313
蒲郡  (年)  4,000 260,000 100,000 360,000 66 5,454 6,463,900 16,735,500 23,199,400
豊橋北 2,000 186,000 529,000 715,000 93 7,688 9,265,150 27,966,335 37,231,485
豊川 2,500 170,000 1,020,000 1,190,000 68 17,500 6,030,000 27,290,000 33,320,000
田原 2,000 122,000 310,000 432,000 61 7,081 5,515,100 10,020,200 15,535,300
豊橋南 2,000 124,000 60,000 184,000 62 2,967 6,148,550 15,068,748 21,217,298
新城 2,500 150,000 100,000 250,000 60 4,166 4,885,450 10,122,000 15,007,450
渥美 2,000 84,000 0 84,000 38 2,210 4,939,100 4,050,000 8,989,100
奥三河 2,000 44,000 0 44,000 22 2,000 3,727,750 1,621,000 5,348,750
豊川宝飯 1,750 92,750 250,000 342,750 53 6,466 3,110,000 19,290,000 22,400,000
豊橋ゴールデン 1,500 106,500 590,000 696,500 71 9,809 3,858,500 16,440,000 20,298,500
田原パシフィック 2,000 136,000 628,000 764,000 68 11,235 3,221,000 9,257,300 12,478,300
豊橋東 1,600 75,200 160,000 235,200 47 5,004 1,183,800 3,691,500 4,875,300
岡崎 2,000 198,000 761,000 959,000 99 9,686 9,069,300 33,753,640 42,822,940
豊田 1,500 109,500 420,000 529,500 73 7,253 6,936,900 24,954,000 31,890,900
岡崎南 1,500 147,000 660,000 807,000 98 8,234 7,288,150 30,640,000 37,928,150
豊田西 2,000 204,000 150,000 354,000 102 3,470 6,639,750 13,570,000 20,209,750
岡崎東 2,000 146,000 1,057,457 1,203,457 73 16,485 6,317,500 34,162,505 40,480,005
豊田東 1,500 121,500 101,000 222,500 81 2,746 5,034,000 23,751,000 28,785,000
岡崎城南 2,500 187,500 470,000 657,500 75 8,766 4,115,500 10,398,500 14,514,000
豊田三好 2,000 48,000 30,000 78,000 24 3,250 1,444,250 3,260,000 4,704,250
豊田中 1,500 73,500 0 73,500 49 1,500 720,000 3,900,000 4,620,000
刈谷 2,000 172,000 470,000 642,000 86 7,465 8,510,000 24,090,000 32,600,000
安城 2,000 140,000 690,000 830,000 70 11,857 7,029,700 25,381,000 32,410,700
西尾 2,500 192,500 400,000 592,500 77 7,694 6,979,150 28,880,515 35,859,665
碧南 2,500 187,500 2,100,000 2,287,500 75 30,500 7,921,250 24,870,500 32,791,750
一色 2,000 70,000 300,000 370,000 35 10,571 4,222,200 11,351,000 15,573,200
高浜 2,000 84,000 40,000 124,000 42 2,952 4,604,200 7,638,538 12,242,738
知立 2,000 124,000 210,000 334,000 62 5,387 2,861,750 9,960,000 12,821,750
西尾ＫＩＲＡＲＡ 2,000 122,000 530,000 652,000 61 10,688 2,889,500 8,950,000 11,839,500
三河安城 2,000 106,000 1,140,000 1,246,000 53 23,509 844,000 5,170,000 6,014,000

0 0 0 0 0 0 516,650 516,650
11,870,200 35,772,657 47,642,857 5,328 8,942 478,799,800 1,432,448,074 1,911,247,874
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